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指導計画を子どもの 遊びに実践化する
一 その 4

子 どもの 経験 の 軌跡を捉えるため に
一 試 論

　 　　 　　　 　　 　　 松村和子

　 　　 　　　 　　 　（文京学院大 学）

1．槻 の β的

保育学会にお い て今まで 3年間にわたり、 保護者

や地域の 人 々 に開かれた保育の成果を『見せ る』と

い う行事 へ の 取り組 みを、運動会における年長児の

オ ペ レ ッタを例として取り上げ、保育者の提案した活

動で あっ て も、 『
一斉』や『練習』で は なく、い かに子

どもたちが主体的な日常の 遊び や活動の 中に 取り

入れて、さらに『見せること』にお ける完成度も高め

るこ とが出来るかを考察してきた。 1　 目には、年長

になっ てか らの長期の 指導計画の 中で 、配慮す べ

き点を吟味し、2年 目には 、 表現として の 『歌う、踊

る』という当日の 完成度 （観客か ら捉えられること）や

達成度（当事者で ある保育者や子 どもたちから捉え

られること）をその 3者の 視点から評価・分析した 。 さ

らに 3年 目には、当日の パ フォ
ーマ ン ス は、表現とし

て の『歌う、踊る』とい うことの 完成度だけで なく、たと

えば「個性をた い せ つ にする」とい っ た抽象的な園

の 保育理念 ・教育 目標がどの ように子ども達に育っ

て いるの か が顕在化して捉えられる機会となること、

だからこそ 日ごろの保育活 動の 配慮が必要なことを

考察した 。 逆に言えば、抽象的な保育理 念や教育

目標は 、毎 日 の 子 どもたちの 活動に具体化され積

み重なっ て こなければ、この ような行事の 際に顕在

化されて保護者にも捉えられるもの にはならない ど

い えよう。

　この ことは 同時に、園 の 保育理念や教育目標に基

づ く毎 日の 保育の 営み が、確か に子どもたちの 経験

や学び にな っ て 、子 どもたちの 発 達に寄与して い

るこ とを私たち保育者側 は随時検証 しなけれ ばなら

な い し、折 々 に保護者にも伝えなけれ ばならない と

い うことを意味してい る。
つ まり、自分たちの保育の 説

明責任をどの ように果たしてい くか とい うこ とで ある。

保護者や地域の 人 々 には、運 動会や発表会の活動

を「よく出来た 、 出来ない 」と結果として 評価しやす い

が、本当に大切なこ とは園の保育理念がい か に具体

的に子どもたちの 実際の 姿に生きて い るかを伝える

こ とで はない だろうか 。 すなわち、入園希望者や 地域

の 人 々 へ そ の 園の保育理 念を掲げ、教育課程を開

示して 、「この ような保育をして、この ような子どもを育

て ます」とい う契約をしたときに、その 結果を具体的に

説明できなくて はならない と考える。 鼓笛隊 、 リトミック、

組み体操など練習の 成果を保護者に披露で きるもの
、

またはス イミン グ、文字ワー
クブ ッ クなど目に見えて 、

「こ こ まで で きるようになっ た」とい う成果が確認できる

もの で あるならば、その 成果の 発表で よい かもしれな

い 。しか し、多くの 園で は 、 そ の ような知識や技術の

進歩ではなく、もっ と抽象的な保育理念や 目標とする

子ども像をもっ て、たとえば 「思いやりの ある子 ども」

「協力できる子ども」「自分の 力で行う子ども」などを育

て た い と諞 っ て い るの で はなかろうか。

　今回の研究では 、
この ような抽象的な保育理念・教

育 目標の もとに 、子どもたちが 何を経験し 、 あるい は

何を学ん だかとい うこ とを検証 するために指導計画

を手がかりにすることを試みる。

2．w 方at
1）私立 U 幼稚 園における 2001年度入園児の

　　3年間の 園生活 の 参与観察

2）指導計画の検討

3）2003年 10月年長組オペ レ ッ タ分析

4）担任チーム との面接 2003年 12月

3 緤

1）オ ペ レ ッ タに対するねらい と保護者の 評価

　 2003年 10月のオペ レ ッ タは 、担任チーム がオベ

レ ッ タの 音楽的身体的表現に関するね らい の ほか

に、この 園の保育理念である『自発性を育む』とい う

目標を具体化させ るべ く意識して 臨んだ 。『自発

性』とい うの は、抽象的な概念であり、どの ようにし

たら子どもたち の 生活 の 中で具体的に育ん で い け

るかが課題となる。 担任チ
ー

ム は こ の 学年 の 中に

年少組の 時から集団の 中で 動い たり、発表会で観

客の前で演じたりすることが苦手な子どもが何人か

い たの で 、この 『自発性』を具体的には今回の オ ペ

レ ッタとい う年長組ならで は の 大掛か りな活動に お

い て、子どもたちが無理なく参加し、 観客の 前で演

じる 自信を持 つ とい うねらい にした の である。 その

ため、今年度は、特に子 どもたち自身で考えたふり
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っ けや 自分たちで作れ る衣装・小道具などを中心
tt

に行うことにした。その ため、年 中組の保護者から

は 、「今年は地味ですね」とい う感想が聞かれたほ

ど見た 目の華やかさは無か っ たが 、当事者である

年長組の 保護者からは、「自分たちで動けて い た

から良か っ た 」と、担任チ
ーム の 意図 を察したか の

ような感想が聞かれた。

　 2）指導計再の 検討

　あらか じ め 日時の決められた行事に つ い て の 指

導計画の 月案レ ベ ル では、もちろん子どもたちの様

子や ね らい なども含まれ るが、行事の 前後の 段取り

の ための ス ケジュ
ール 表という役割が強くなり、振り

返 りも自分の 学年だけで なく、他の 学年との 関係 や

進行 につ い て の 大きな枠組み の 記述が多くなる。

逆に 日案レ ベ ル で は 、 活動後の チ
ーム ミ

ーテ ィン グ

で活動の 内容や援助の 仕方などを振り返 り、 次の 日

に つ なげてい くの で、活動の 展開の 仕方に焦点が

当たりやすい
。 例えば、オ ペ レッ タの 歌の 紹介の 仕

方や小道具を作るコ
ーナーの 出じ方など話し合わ

れて い く。

一
方k個 人の 変化は個人記録に毎 日記

されてい く。

　しか し、今年度の 9、10月 の 週案を検討してみる

ど オ ペ レ ッタの 紹介から当日まで の振り返りの欄に、

い か に 「やらない 、やりたくな い 止 い う子 どもたちが

自発 的に か か われるところを作っ て い くか の 工 夫が

随所に記述されてお り、そ こ に苦労して い ることや

担任チーム の 関心 の 高さを読み取ることが 出来る。

4．考薬
．

　以 上の こ とか ら、当 日の パ フ ォ
ーマ ンス に向けて

オ ペ レ ッ タの 音楽的身体的表現として の 完成度を

高めるとい う表に見えやす い ね らい と、『自発性を

育む 』とレ．
・う3 年間を通 して の抽象的な保育理念を

具体化しようとするねらい が 同時に進行して い る中

で、担任チーム が意識せ ず に指導計画の機能を使

い 分けて 記述して い ることが推察される。すなわち

指導計画には、次の 3 つ の 機能があり、とくに『何が

出来るようになっ たか 』ということで はなく、子どもが

『何 を経験レて、何を学んだか』とい う軌跡をたどる

に は 、週案を活用することが有効ではない かと思わ

れる。この 3 つ の機能は、長期の または短期のどの

レ ベ ル の 指導計画 に も含まれ るもの で あるが 、保育

の 説明責任とい う点か らは 、特に 子どもの経験や学

び の 軌跡をたどるという機能を意識して持っ てい た

い と考える。

普段 われわれ保育者が作成して い る指導計画に

「

は次の   、  め二 つ の機能があるが、さらに  の よ

うな機能を持たせ ることを試みたい
。

  活動準備の ため の指導計画 ．

　1年間の長期の指導計画や短期の 日案にしても、

行事予定、もしくは保育者側から提案する活動の プ

ロ グラムとい う側面があり、活動の ねらい や子 どもた

ちに経験して欲しい こと、配 慮すべ きことなどが盛り

込まれて は い るが、保育者が活動をもれなく遂行し

て い くた め の 準備の 計画 、 あるい はタイム ス ケジ ュ

ー
ル の ような機能をもっ て い る。

  仮説として の 指
’

計画

　前者が保育者が提案する活 動の ため の 計画であ

るならば、  は子どもたち 自らが展 開する活 動を捉

えて 、こう発展するだろうと予想しながらね らい や 活

動内容をさだ め 、環境を構成するた め の 、い わば子

どもの 側に立っ た指導計画である。 週案、日案では

特に保育後の 振り返りが ポイントで 、仮説で あるから

には、それが 実際にはどの ように展開されたが振り

返られなけれ ばならない が、往 々 にして活動内容や

援助の仕方がどうで あっ たか とい うことか ら次の 活動

の 展 開に進むので ：そこか ら帰納され る子どもの 経

験や学びにつ い て は詳しく記述されにくい 5

  子どもたちの 経験 学び の 軌跡として の 指導計画

　指導計画の 記述を工 夫するこ とで、子どもの 経験

や学び の 軌跡 を検証 ずる機能を持たせ るこ とが出

来るの で はない か と考える。それには、月案めように

期間が長く振 り返 りに時間がかかるもの 、また 日案

の ように細かく即明日の 保育をどうするかとい っ た現

実的な指導計画 の レ ベ ル で はなく、週案の ように客

観的に 自分たち の活動を振り返る適度な時間と距離

感があることが役立 つ だろう。 活動 の 展開の 状況と

同時に 、そこで 子どもた ちに何が 経験され、学びと，

なっ てい るの か 、また抽象的な園の保育理念や教

育目標がどう具体化された形で 子どもた ちに経験さ

れてい るの か とい っ たことを意識的に振り返ることが

出来る。

　先に述 べ たように 、 園 の 保 育理念や 教育目標を

地域に開示して 、その 結果を説明する責任に答える

ために、どの ような手立てが必 要か を指導計画 の記

述を含めて今後具体的に考えてい きたい と思う。
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